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助産管理学 

 

単位数：２単位  

 

 

 〇橋本 美幸：臨床看護学講座准教授 

 

１．科目の教育方針 

周産期医療システム、マネジメントの基本的考え方を学び、周産期医療の質と安全を

保持する助産管理と目標管理ついて考える。 

 

２．教育目標 

１）助産業務に関わる倫理規定や法律について理解する。 

２）マネジメントの基本的考え方を理解する。 

３）目標管理について理解し、自身の目標管理を考えることができる。 

４）助産実践の場（病院、助産所）における管理運営について理解できる。 

５）災害発生時の助産業務、管理対応について理解できる。 

 

３．教育の方法、進め方、評価等 

【方法と進め方】 

講義および討論によって進める。 

 

【評価】 

講義への参加状況、学生のプレゼンテーション、レポートにて総合的に評価する。 

 

４．使用テキスト、参考文献等 

 １）助産業務要覧基礎編、日本看護協会出版会 

２）助産業務要覧実践編、日本看護協会出版会 

３）助産業務要覧アドバンス編、日本看護協会出版会 

４）助産所開業マニュアル、日本助産師会 

５）我部山キヨ子他 助産学講座 10 助産管理、医学書院 
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５．教育内容 

回 内     容 講師 

1 助産管理の概念と助産師の役割 橋本 

2 産科医療事故と助産師の法的責任 
橋本 

3 
周産期の医療事故とリスクマネジメント、 

産科医療補償制度 

橋本 

4 安全医療事故事例検討 
橋本 

5 助産管理の実際-助産所- 助産所院長   

6 助産管理の実際‐総合病院‐ 附属病院師長 

7~8 
医療チームにおける助産管理と評価 

マネジメント、目標管理 
橋本 

9 災害と助産管理 橋本 

10~15 
院内助産を開業のための準備ついての演習 

助産院を開業のための準備ついての演習  
橋本 

16~19 安全、質保証の視点からの業務管理 橋本 

20 分娩場所選択に当たっての決定要因について 橋本 

 

 


